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宮沢功氏のサインデザインに関する活動と功績に対して
特別賞受賞理由

屋外広告物を活用した先斗町らしい景観づくり─地域の関係者と協働した継続的な取り組みに対して
特別賞受賞理由

1959年に有限会社ジイケイインダストリアルデザイン研究所（後に株式会社ジイケイ設計）に入社。ジイケイ設計の業務の拡大に合わせて、領域を超えたデ
ザインに携わるなか、サイン、ストリートファニチャーを含めたデザインを景観デザインとして提唱し、研究と活動を推進してきた。公共交通施設におけるトー
タルデザインの必要性を実践した富山ライトレールトータルデザイン、ユニバーサルデザインとしての標準案内用図記号の制作監修、景観としての屋外広告
物あり方についての提言など、多くの活動を通して社会的基盤であるサインデザイン、景観デザインの重要性を示唆し続けた。長らくサインデザイン協会の理
事、会長も務め、サインデザインの普及と社会におけるサイン産業の強化にも精力的に貢献し、他団体との交流によるデザイン団体の活性化にも尽力した。

花街としてられる先斗町の景観は時代の流れで茶屋が激減し、多様な飲食店が増えたことで路上の看板、広告物が氾濫。先斗町の魅力が失われていくこ
との危機感を抱いた地元有志を中心とした活動により2011年に「先斗町まちづくり協議会」が発足した。「先斗町 町式目」や京都市による景観計画の策
定などを推進し、自主的に煩雑な看板の撤去や改修を進めてきた。また京都市、関西電力の支援のもと、先斗町全長490mの無電柱化工事に伴い、舗装
のみならず、地上機器類を先斗町らしい設えで整備し「先斗町らしさ」を創り上げた。地域住民のたゆまぬ活動の成果として、2022年度の都市景観大賞優
秀賞を受賞した。街の景観を守り、新たな先斗町の屋外サインを含めた景観的価値を築いた功績を評価し、持続的な活動を期待する。

看板が氾濫していた先斗町通。 自主改善後、風情のある町並みを取り戻す。

日中は上空に張り巡らされた電線が目立つ。

無電柱化工事が終わった先斗町の今。

今回の特別賞受賞の連絡は、思いがけない驚きと共に大変嬉しく光栄に
思います。
これまでを振り返ると、1959年に東京都立工芸高等学校図案科を卒業
後、インダストリアルデザインをするつもりでGKインダストリアル研究所に
入所し、GKデザイングループの業務拡大と変遷に伴い、幅広いジャンル
で数多くのデザインに取り組んできました。入所後の数年間は、ヤマハ発
動機のオートバイやボートのデザインを担当し、その後銀行のインテリア
やガソリンスタンドの店舗設計に携わり、さらには大阪万博のサイン・スト
リートファニチャー計画をする、そういった多岐にわたるデザイン活動を
するうちにサインデザインにも深く関わるようになりました。
中でも、印象深いのは富山ライトレールのプロジェクトです。富山市が掲
げるコンパクトシティ実現につながるLRT事業への取組みは、GKグルー
プだけでなく地元富山のデザイナーや市民を巻き込み、車両、停車場、サ
イン、ストリートファニチャー、広告にまで及ぶトータルデザインを実現す
ることができました。そしてプロジェクトにおける「協働」の意義と楽しさを

実感するものでもありました。
たった１箇所の交差点の標識デザインの提案が周辺街区の統一的な「街
のデザイン」として拡大波及した大阪市や新宿区のプロジェクトなどは社会
における「景観デザイン」の視点を育んだと思います。これらの経験がSDA
での活動の基軸となり、SDA賞における領域の拡大、屋外広告物やジャパ
ンデザインミュージアムに対する提言に発展したと考えています。
皆が心豊かで幸せを感じるデザインが、今後も発展していくことを願って
います。

宮沢功

先斗町まちづくり協議会は、2009(平成21)年から、先斗町での町並み景観
の維持保全・再生を目的に、まちづくりの取り組みを行っております。京都市
では、2007(平成19)年から京都市新景観政策という規制を中心とした都
市景観整備を着手、代表的なものとして屋外広告物規制というものがあり
ます。先斗町でも、当時は突き出し看板・置き看板が数多く設置され、未申
請も含めますと98％の屋外広告物が条例違反でした。そこで『先斗町町式
目』という自主規制の中で、京都市条例に即しつつも独自の看板規制を定め、
350以上ある店舗に看板の自主改善をお願いし、ほぼ改善されるにいたり
ました。その後、先斗町の町並みを残していくべく、京都市と先斗町町並み
調査を実施し、2015（平成27）年には美観地区（一般地区）から界わい景
観整備地区へと景観規制地区をランクアップ、さらに2018（平成30）年には、
自主的規制だった看板規制を京都市と協議し「先斗町屋外広告物特別規
制地区」に指定変更していただきました。こうして先斗町の江戸期からの町
並み景観を最低限維持することができるようになりました。
しかしながら通り上空には電線が網のように張り巡らされており、京都市・

関西電力に先斗町通無電柱化工事に着手していただき2021（令和３）年
10月に完成。おりしも夜間工事が続く頃コロナ禍となり飲食店の時短営業
要請の結果、通りに人が消え、看板も消灯され暗黒のまちとなってしまいま
した。そこでクラウドファンディングのようなやり方で、多くの方の寄贈による
京行灯を真っ暗な通りに並べ、安全なまちを保とうと進めてまいりました。そ
のことで夜間景観の重要性にも気付き、昨今では京都府・京都市とも連携
し、鴨川ライトアッププロジェクト（現鴨川魅力向上プロジェクト）として、鴨川
の景観形成に向けた取り組みを進めております。�先斗町では、景観法・歴
史まちづくり法施行後の「景観まちづくり」の世界で、できうる限りの町並み
保全・まちづくりを進めてきました。京都という歴史都市・観光都市にあって、
どうしても保守的なまちづくり・町並み保全が主流となる中、規制ではなくま
ち・都市の空間性や魅力を大切にする『空間まちづくり』の観点から未来の
まちづくりの先進実証事例として、未来へ切り込んでいく新たな取り組みに
挑戦しております。

先斗町まちづくり協議会　副会長・事務局長　神戸啓

富山市街に開通したLRT。
車両、停車場、サイン、ストリートファニ
チャーなどを多くの人と協働して軌道周辺
の都市景観を醸成した。

新宿副都心サイン整備後、新宿駅西口
のシンボル的存在となったサインリング。

活動のひとこま。セミナーやシンポジウム、デザインミュージアム構想に積極的に参画。

後に JIS 化された標準案内用図記号のデザインと「標準案内用図記号ガイドラインの策定」

『街のサイン計画　屋外公共サインの
考え方と設計』1987 年（鹿島出版会）

「富山県景観広告ガイドライン」
2008 年。景観に配慮した屋外広
告物を「景観広告」と位置付けた。

※1,2,3 画像提供：株式会社GK設計
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